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知
っ
て
防
ご
う 

　
　
　
　
　
熱
中
症

　

高
温
・
多
湿
な
ど
の
環
境
や
、
激
し
い
労

働
や
運
動
に
よ
っ
て
体
に
た
ま
る
熱
な
ど
に

体
が
十
分
に
対
応
で
き
ず
、
体
内
の
水
分
や

塩
分
（
ナ
ト
リ
ウ
ム
）
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、

体
温
の
調
節
機
能
が
破
綻
す
る
な
ど
の
原
因

で
起
こ
る
症
状
の
総
称
で
す
。

　

熱
中
症
は
重
症
に
な
る
と
死
に
至
る
恐
れ

の
あ
る
病
態
で
す
が
、
適
切
な
予
防
法
を

知
っ
て
い
れ
ば
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
適
切
な
応
急
処
置
に
よ
り
救
命
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

●
こ
ま
め
な
水
分・塩
分
の
補
給
を
し
ま
し
ょ
う
。

（
の
ど
が
渇
く
前
、
あ
る
い
は
暑
い
と
こ
ろ
に
出

る
前
か
ら
補
給
し
ま
し
ょ
う
）

●
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
を
使
っ
て
温
度
を
調

節
し
ま
し
ょ
う
。

●
室
温
が
上
が
り
に
く
い
よ
う
工
夫
し
ま

し
ょ
う
。

（
こ
ま
め
な
換
気
、
遮
光
カ
ー
テ
ン
、
す
だ
れ
、

打
ち
水
な
ど
）

●
服
装
を
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

（
通
気
性
の
よ
い
、
吸
湿
性
・
速
乾
性
の
あ
る

も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
黒
色
系
の
素
材
は

避
け
ま
し
ょ
う
）

●
保
冷
剤
、
氷
、
冷
た
い
タ
オ
ル
な
ど
を
利

用
し
、
体
を
冷
却
し
ま
し
ょ
う
。

●
日
傘
や
帽
子
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

●
日
陰
を
選
ん
で
歩
き
、
こ
ま
め
に
休
憩
し

ま
し
ょ
う
。

●
天
気
の
良
い
日
は
、
昼
下
が
り
の
外
出
は

で
き
る
だ
け
控
え
ま
し
ょ
う
。

　

気
象
庁
の
３
か
月
予
報
に
よ
り
ま
す
と
、
こ
の
夏
、
日
本
付
近
は
高
気

圧
に
覆
わ
れ
や
す
く
、
特
に
７
月
と
８
月
は
日
本
の
南
の
太
平
洋
高
気
圧

が
平
年
よ
り
大
き
く
西
へ
張
り
出
し
、
晴
れ
て
気
温
の
上
が
る
日
が
多
く

な
る
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
東
日
本
で
も
や
や
高
温
傾
向
と
な
っ
て
、
那

珂
川
町
の
周
辺
で
も
厳
し
い
暑
さ
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

熱
中
症
の
発
症
は
暑
さ
の
厳
し
い
７
月
、
８
月
が
ピ
ー
ク
に
な
り
ま
す
。

熱
中
症
を
正
し
く
理
解
し
て
、
予
防
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
と
は
・
・
・

熱
中
症
が
疑
わ
れ
る
人
を

見
か
け
た
ら
　
　
　
　
　

熱
中
症
予
防
の
方
法

熱
中
症
が
起
こ
り
や
す
い
条
件

●
環
境
条
件

①
気
温
が
高
い
（
28
度
以
上
）

②
湿
度
が
高
い
（
70
％
以
上
）

③
風
が
弱
い

④
日
差
し
が
強
い

⑤
急
に
暑
く
な
っ
た
日　

な
ど

※
室
内
に
い
る
と
き
で
も
「
熱
中
症
」
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
個
人
の
体
調

①
激
し
い
労
働
や
運
動
に
よ
っ
て
、
体
内

に
熱
が
た
ま
っ
て
い
る

②
暑
い
環
境
に
体
が
対
応
で
き
て
い
な
い

●
起
こ
り
や
す
い
人

①
高
齢
者

②
肥
満
の
人

③
普
段
か
ら
運
動
習
慣
の
な
い
人

④
病
気
の
人
、
体
調
の
悪
い
人

⑤
過
度
の
衣
服
を
着
て
い
る
人

⑥
脱
水
状
態
に
あ
る
人　

な
ど

●
涼
し
い
場
所
に
避
難
さ
せ
る
。

●
衣
服
を
脱
が
せ
、
体
を
冷
や
す
。

●
水
分
・
塩
分
を
補
給
す
る
。

●
意
識
が
な
い
場
合
な

　

ど
は
救
急
車
を
呼
ぶ
。

　

平
成
22
年
の
救
急
搬
送
人
数
を
年
代
別

に
み
る
と
、
高
齢
者
が
約
５
割
を
占
め
、
乳

幼
児
と
少
年
の
合
計
が
約
１
割
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

発
生
場
所
別
に
み
る
と
、
高
齢
者
で
は
家

の
中
で
発
生
す
る
割
合
が
男
性
で
は
５
割
を

超
え
、
女
性
で
は
７
割
を
超
え
て
い
ま
す
。

18
歳
か
ら
64
歳
ま
で
は
仕
事
場
、
７
歳
か
ら

17
歳
ま
で
は
運
動
場
が
多
い
状
況
で
す
。

問
い
合
わ
せ

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
８
７
―
９
２
―
１
１
８
８

熱中症に関するホームページ
厚生労働省「熱中症関連情報」
http://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/
kenkou_iryou/kenkou/nettyuu/index.html
環境省「熱中症情報」
http://www.env.go.jp/chemi/heat_stroke/
気象庁「熱中症に注意」
http://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/kurashi/
netsu.html
消防庁「熱中症情報」
http://www.fdma.go.jp/neuter/topics/fieldList9_2.html

水
分
・
塩
分
補
給

生
活
環
境
を
整
え
る

外
出
時
の
注
意

体
調
に
合
わ
せ
た
対
策

少年
（７歳以上
　  18歳未満）

97人
 9.8%高齢者

（65歳以上）
 477人
 48.1%

乳幼児
（28日以上
　 ７歳未満）

６人
 0.6%

成人
（18歳以上　 
　64歳未満） 
412人
 41.5%

症　状 医療機関への受診対　処重症度

めまい・立ちく
らみ・こむら返
り・大量の汗

頭痛・吐き気・
体がだるい・体
に力が入らない
・集中力や判断
力の低下

涼しい場所へ移
動・体を冷やす
・安静・十分な
水分と塩分の補
給

口から飲めない
場合や症状の改
善が見られない
場合は受診が必
要

意識障害（呼びか
けに対し反応がお
かしい・会話がおか
しいなど）・けいれ
ん・運動障害（普
段通りに歩けない
など）

涼しい場所へ移
動・安静・体が
熱ければ保冷剤
などで冷やす

ためらうことな
く救急車（119）
を要請

涼しい場所へ移
動・安静・水分
補給

熱中症による救急搬送人数（栃木県　平成22年）
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６
月
30
日
の
任
期
満
了
に
伴
う

町
農
業
委
員
会
選
挙
は
６
月
19
日

に
告
示
さ
れ
、各
選
挙
区
と
も
定

数
を
超
え
る
立
候
補
者
は
な
く
、

無
投
票
当
選
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、議
会
及
び
農
業
団
体
推

薦
に
よ
り
７
名
の
方
が
農
業
委
員

と
し
て
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
選
者
並
び
に
選
任
さ
れ
た
方

は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

▼
第
１
区

髙
嶋　

善
壽
70
無
現
（
馬
頭
）

谷
田　

廣
一
62
無
現
（
小
口
）

薄
井　

良
一
63
無
現
（
健
武
）

齋
藤　

信
一
65
無
新
（
大
那
地
）

桑
野　
　

功
67
無
現
（
矢
又
）

和
地　

良
一
67
無
新
（
大
山
田
上
郷
）

塚
田　

秀
知
70
無
現
（
盛
泉
）

磯
野　
　

均
65
無
現
（
北
向
田
）

阿
久
津　

功
60
無
現
（
久
那
瀬
）

小
船　

義
実
60
無
現
（
大
山
田
下
郷
）

大
門　

正
一
71
無
現
（
松
野
）

露
久
保
一
夫
58
無
新
（
大
内
）

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学
校
生
活
を
送

れ
る
よ
う
学
校
周
辺
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
町
内
３
地
区
で
ス

ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー
を
委
嘱
し
、
登
下
校
時
の
巡
回
や
学
校
周

辺
の
危
険
箇
所
の
見
回
り
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
次
の
３
名
を
委
嘱
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

那
珂
川
町
で
は
、
広
く
全

国
に
向
け
て
Ｐ
Ｒ
で
き
る
那
珂

川
町
地
域
ブ
ラ
ン
ド
認
定
事
業

の
ブ
ラ
ン
ド
名
及
び
ブ
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
を
募
集
し
ま
す
。

（
馬
頭
小
、
馬
頭
西
小
、
馬
頭
中
）

小
川
俊
介
さ
ん
（
北
向
田
）

※
今
年
度
新
任

（
馬
頭
東
小
）

藤
田
富
司
さ
ん
（
大
内
）

※
昨
年
度
か
ら
継
続

（
小
川
小
、
薬
利
小
、

小
川
南
小
、
小
川
中
）

薄
井
績
さ
ん
（
小
川
）

※
今
年
度
新
任

応
募
資
格　

ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

応
募
方
法　

・
手
書
き
ま
た
は
デ
ジ
タ
ル
デ
ザ

イ
ン
で
、
応
募
用
紙
に
記
載
し

て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

・
応
募
１
件
に
つ
き
１
作
品
と
し

ま
す
。

・
応
募
用
紙
に
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
等
連
絡
先
を
明

記
の
上
、
ブ
ラ
ン
ド
名
及
び
ブ
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
、作
品
解
説
（
１
０
０

字
程
度
）
を
記
載
し
、
郵
送
ま

た
は
メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
Ｗ
Ｏ
Ｒ

Ｄ
の
応
募
用
紙
フ
ァ
イ
ル
に
画
像

を
添
付
し
、
容
量
が
５
Ｍ
Ｂ
以

上
と
な
る
場
合
は
、
Ｃ
Ｄ-

Ｒ
に

保
存
し
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
用
紙
は
商
工
観
光
課
に
あ

り
ま
す
。　

ま
た
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

応
募
締
切　

８
月
31
日（
金
）

問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

〒
３
２
４
―
０
６
９
２

栃
木
県
那
須
郡
那
珂
川
町
馬
頭

４
０
９

那
珂
川
町
商
工
観
光
課
商
工
係

あ
て

☎
０
２
８
７
―
９
２
―
１
１
１
６

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

shoukou@
tow
n.tochigi-

nakagaw
a.lg.jp

那
珂
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.tow
n.tochigi-

nakagaw
a.lg.jp/

那
珂
川
町
地
域
ブ
ラ
ン
ド
認
定
事
業
　

ブ
ラ
ン
ド
名
及
び
ブ
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
の
募
集
に
つ
い
て

問
い
合
わ
せ　

学
校
教
育
課

☎
０
２
８
７
―
９
６
―
２
１
１
４

▼
第
２
区

髙
村　

泰
正
60
無
現
（
薬
利
）

橋
本　

征
雄
67
無
新
（
小
川
）

奈
良　

順
一
59
無
現
（
谷
田
）

鈴
木　

孝
雄
65
無
新
（
白
久
）

小
杉　

弘
之
70
無
現
（
片
平
）

石
川　

和
美
56
無
新
（
谷
田
）

鶴
蒔　

貞
雄
62
無
現
（
小
川
）

佐
原　

宏
治
60
無
元
（
浄
法
寺
）

▼
議
会
及
び
農
業
団
体
推
薦

議
会
推
薦

永
山　

律
子
67
（
大
山
田
上
郷
）

佐
藤
や
よ
ひ
63
（
薬
利
）

益
子　

幸
江
59
（
久
那
瀬
）

和
泉　

芳
江
57
（
小
川
）

農
業
協
同
組
合
推
薦

笹
沼　

英
夫
64
（
小
砂
）

農
業
共
済
組
合
推
薦

小
高　

一
成
58
（
和
見
）

土
地
改
良
区
推
薦

阿
久
津　

武
之
62
（
久
那
瀬
）

　

ま
た
、
農
業
委
員
会
初
総
会
が

７
月
３
日
に
開
催
さ
れ
、
会
長
に

小
杉
弘
之
氏
（
70
歳
）、
会
長
職

務
代
理
者
に
髙
嶋
善
壽
氏（
70
歳
）

が
そ
れ
ぞ
れ
互
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
委
員
の
任
期
は
平
成
27

年
６
月
30
日
ま
で
の
３
年
間
と
な

り
ま
す
。

保
健
師
の
い
き
い
き
通
信

検
診
を
受
け
よ
う

　

  

～
歯
周
疾
患
検
診
編
～

●
歯
周
病
と
は
？

　

歯
と
歯
肉
の
間
か
ら
入
っ
た
バ
イ

菌
が
、歯
肉
炎
を
引
き
起
こ
し
、さ

ら
に
歯
肉
の
中
に
あ
る
歯し

槽そ
う

骨こ
つ

を

（
ア
ゴ
の
骨
）を
溶
か
し
て
し
ま
う

病
気
で
す
。む
し
歯
に
比
べ
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、歯
を
失
う

原
因
と
し
て
最
も
多
い
の
は
、む
し

歯
を
し
の
い
で
歯
周
病
で
す
。

●
進
行
１
〈
細
菌
の
繁
殖
〉

　

歯
の
く
ぼ
み
や
溝
に
つ
い
て
い
る

黄
白
色
の
塊
が
歯し

垢こ
う

で
す
。歯
垢

１㎎
の
中
に
は
約
２
億
の
細
菌
が
含

ま
れ
ま
す
。歯
垢
の
細
菌
は
唾
液

中
の
カ
ル
シ
ウ
ム
と
混
ざ
り
歯
石
を

つ
く
り
ま
す
。こ
の
歯
垢
や
歯
石
が

た
ま
る
と
、歯
と
歯
肉
の
境
や
歯
と

歯
の
間
、歯
の
く
ぼ
み
な
ど
に
細
菌

が
繁
殖
し
ま
す
。

●
進
行
２〈
歯
肉
炎
の
は
じ
ま
り
〉

　

歯
垢
の
中
に
含
ま
れ
る
細
菌
に

よ
っ
て
歯
肉
が
炎
症
を
起
こ
し
た
状

態
が
歯
肉
炎
で
す
。こ
れ
が
進
む
と

歯
周
病
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
進
行
３〈
歯
肉
か
ら
血
が
出
る
〉

　

炎
症
に
よ
り
、歯
と
歯
肉
の
間
に

ポ
ケ
ッ
ト
が
で
き
、そ
こ
へ
歯
ブ
ラ
シ

を
か
け
た
り
、リ
ン
ゴ
を
か
じ
る
な

ど
の
刺
激
が
加
わ
る
と
出
血
し
ま

す
。痛
み
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。

●
進
行
４
〈
歯
の
根
と
歯
肉
が
腫

れ
、
歯
槽
骨
が
溶
け
る
〉

　

炎
症
が
歯
の
根
に
侵
入
し
、歯

根
膜
と
骨
、歯
の
根
を
溶
か
し
ま

す
。こ
の
繰
り
返
し
に
よ
り
歯
の
根

の
周
り
の
骨
が
溶
け
、歯
が
と
ど
ま

れ
ず
に
抜
け
落
ち
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

●
全
身
へ
の
影
響

　

歯
の
数
が
20
本
よ
り
少
な
く
な

る
と
、食
べ
物
を
か
む
こ
と
が
不
自

由
に
感
じ
る
人
が
増
え
、そ
の
こ
と

に
よ
り
偏
食
が
で
き
、生
活
習
慣
病

や
低
栄
養
を
招
き
ま
す
。「
か
む
」

こ
と
が
、視
覚
や
聴
覚
、記
憶
力
に

影
響
が
あ
る
た
め
、か
め
る
歯
を
残

す
こ
と
、そ
れ
が
健
康
維
持
に
つ
な

が
り
ま
す
。

●
歯
周
病
の
症
状
チ
ェ
ッ
ク

　

歯
周
病
の
怖
い
と
こ
ろ
は
、初
期

の
段
階
で
は
ほ
と
ん
ど
自
覚
症
状

が
な
い
こ
と
で
す
。次
の
よ
う
な
症

状
が
あ
る
場
合
は
、進
行
し
て
い
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

□
歯
磨
き
で
歯
肉
か
ら
血
が
で
る

□
口
臭
が
す
る

□
口
の
中
が
ネ
バ
ネ
バ
す
る

□
歯
肉
が
腫
れ
る

□
歯
肉
が
赤
、紫
色
に
な
っ
た

□
歯
肉
か
ら
膿
が
で
る

□
固
い
も
の
を
噛
む
と
痛
い

□
歯
が
グ
ラ
グ
ラ
す
る

□
歯
肉
が
下
が
り
歯
が
長
く
見
え
る

□
歯
と
歯
の
間
隔
が
大
き
く
、物
が

つ
ま
り
や
す
い

　

１
つ
で
も
当
て
は
ま
る
と
き
に

は
、早
め
に
歯
科
医
に
診
察
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

●
ふ
だ
ん
の
ケ
ア
が
大
事

　

歯
周
病
の
原
因
で
あ
る
細
菌
、歯

垢
を
取
り
除
く
こ
と
は
予
防
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。歯
石
に
な
っ
て
し

ま
う
と
歯
ブ
ラ
シ
で
除
去
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。歯
科
医
院
で
の
定

期
的
な
チ
ェッ
ク
や
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
も

重
要
で
す
。

●
歯
周
疾
患
検
診

　

町
で
は
、40・50・60・70
の
節
目
の

年
齢
の
方
を
対
象
に
、歯
周
疾
患

検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
８
７
―
９
２
―
１
１
８
８

農
業
委
員
会
長
に
小
杉
弘
之
氏

会
長
職
務
代
理
者
に

髙
嶋
善
壽
氏
を
選
出

むし歯
32.4%

歯周病
41.8%

破折
11.4%

矯正 1.2%

他
12.6%

永久歯の抜歯原因
永久歯の抜歯原因報告書より

有料広告スペース（申し込み☎0287－92－1114） 有料広告スペース（申し込み☎0287－92－1114）

◎年中無休 
◎予 約 制 

「ペット霊園那須烏山」
緑に囲まれた墓地公園・広々とした安らぎの園 

☆火葬（最新ペット専用火葬炉）完備
☆合同墓地・個別墓地・納骨堂完備
※小動物から超大型犬（40kg以上） 
〒321-0526 那須烏山市田野倉６６０－１ 

０１２０－８２－３３９１ 
（代表取締役 塩野目省三） 

フリーダイヤル 

http://www.petreien-nasukarasuyama.com/ 

就業規則･労働社会保険手続･労務管理･年金相談
遺言･相続相談･離婚相談･行政手続･各種許認可

今年度から新たに委嘱された
薄井績さん（左）、小川俊介さん（右）

学
校
の
安
全
を
守
る

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー

旧
馬
頭
中
学
校
区

旧
馬
頭
東
中
学
校
区

小
川
中
学
校
区

小杉弘之氏髙嶋善壽氏
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　平成25年4月1日採用の那珂川町職員を次のとおり募
集します。

採用職種・採用予定人員・受験資格

職 種 採用
予定人員 受　験　資　格

一般
事務

4名
程度

昭和61年4月2日から平成7年4
月1日までに生まれた者で、高
等学校卒業又は同程度の学力
を有する者

保育士 1名

①昭和59年4月2日から平成5年
4月1日までに生まれた者
②保育士資格取得者又は資格
取得見込みの者。ただし、
幼稚園教諭2種免許以上取得
者又は取得見込みの者

管理
栄養士 1名

①昭和56年4月2日から平成2年
4月1日までに生まれた者
②管理栄養士資格取得者又は
資格取得見込みの者

第１次試験
試 験 日 場　所 内　容

9月16日（日） 県立矢板東高等学校 教養試験
適性検査

第２次試験
試 験 日 場　所 内容

10月11日（木） 小川総合福祉センター
口述試験
作文試験
健康検査

（診断書提出）

合格発表
　・第１次試験　10月 6 日頃
　・第２次試験　10月19日頃

受付期間
　　7月12日（木）～8月3日（金）
　　（土、日、祝日を除く）
    　午前8時30分～午後5時15分
    　※郵送の場合、8月3日消印有効

申込用紙請求方法
・本庁総務課及び小川庁舎総合窓口課で配布
・郵送の場合は、封筒の表に「採用試験申込用紙請

求」と朱書きし、120円切手を貼った宛先明記の返
信用封筒（Ａ4サイズ）を同封のうえ下記まで請求

・町のホームページからのダウンロード
　URL http://www.town.tochigi-nakagawa.lg.jp
申込先・問い合わせ
　〒324－0692　那珂川町馬頭409番地
　那珂川町役場　総務課行政係　☎ 0287－92－1111

　平成25年4月1日採用の南那須地区広域行政事務組合
職員を次のとおり募集します。

採用職種・採用予定人員・受験資格

職 種 採用
予定人員 受　験　資　格

一般
事務職

2名
程度

昭和62年4月2日から平成7年4
月1日までに生まれた者で、高等
学校卒業程度以上の学力を有
する者

消防職 2名
程度

昭和62年4月2日から平成7年4
月1日までに生まれた者で、高
等学校卒業程度以上の学力を
有する者

第１次試験
試 験 日 場　所 内　容

9月16日（日） 県立矢板東高等学校 教養試験
適性検査

第２次試験
試 験 日 場　所 内　容

10月下旬 南那須広域
行政センター他

作文試験
※一般事務のみ

体力測定
※消防職のみ

口述試験 
※全職種

合格発表
　・第１次試験　10月上旬
　・第２次試験　11月上旬

受付期間
　　7月9日（月）～7月31日（火）
　　（土、日、祝日を除く）
    　午前8時30分～午後5時
　　 ※郵送の場合、7月31日必着

申込用紙請求方法
・南那須地区広域行政事務組合総務課及び消防本部に

おいて配布
・郵送の場合は、封筒の表に「採用試験申込用紙請

求」と朱書きし、120円切手を貼った宛先明記の返
信用の封筒（角形2号 A4 サイズ）を同封のうえ、下
記に請求

・南那須地区広域行政事務組合ホームページからのダ
ウンロード　URL http://www.minaminasukouiki.jp

申込先・問い合わせ
　〒321－0602　那須烏山市大桶872番地
　南那須地区広域行政事務組合　総務課総務係
　☎ 0287－83－0021

　

今
夏
、北
海
道
電
力
、関
西
電

力
、四
国
電
力
、九
州
電
力
管
内
を

中
心
に
、電
力
不
足
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。電
力
需
要
と
供
給
力
に

は
ギ
ャッ
プ
が
発
生
す
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
、節
電
の
協
力
が
要
請
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

東
京
電
力
管
内
で
は
、昨
年
夏

に
は
15
％
の
節
電
目
標
が
設
定
さ

れ
、町
民
の
皆
様
に
も
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、今
夏
は
電
気
の

安
定
供
給
を
確
保
で
き
る
見
通
し

で
す
。具
体
的
な
数
値
目
標
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、引
き
続
き
、無
理
の

な
い
範
囲
で
の
節
電
へ
の
ご
協
力
を

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

電
気
の
上
手
な
使
い
方

【
エ
ア
コ
ン
】

▼
設
定
温
度
の
調
整
を
適
温
に

（
冷
や
し
す
ぎ
に
ご
注
意
を
）

▼
フ
ィ
ル
タ
ー
の
清
掃
は
こ
ま

め
に
（
２
週
間
に
１
度
を
目
安
に

す
る
と
冷
房
能
力
が
保
て
ま
す
）

▼
よ
し
ず
、
ブ
ラ
イ
ン
ド
な
ど
で

窓
か
ら
の
日
差
し
を
和
ら
げ
る

（
室
温
の
上
昇
を
防
ぎ
ま
す
）

▼
扇
風
機
を
効
果
的
に
使
う

（
エ
ア
コ
ン
と
の
併
用
で
効
率
よ

く
快
適
な
環
境
を
）

【
冷
蔵
庫
】

▼
設
定
温
度
の
再
確
認
を

▼
扉
の
開
閉
は
短
く
、
少
な
く

（
冷
蔵
庫
の
中
を
整
理
整
頓
し
、

ム
ダ
な
開
閉
を
減
ら
す
）

▼
で
き
る
だ
け
放
熱
ス
ペ
ー
ス
を

確
保
す
る
（
冷
蔵
庫
の
周
り
に
は

あ
る
程
度
の
空
間
が
必
要
）

【
照　

明
】

▼
不
要
な
照
明
は
こ
ま
め
に
消
灯

す
る

▼
電
球
の
取
り
換
え
時
に
は
省
エ

ネ
性
の
高
い
ラ
ン
プ
に

（
白
熱
電
球
か
ら
電
球
型
蛍
光
ラ

ン
プ
や
電
球
型
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
ン
プ
に

取
り
換
え
る
と
節
電
に
）

今夏の節電について

　

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及

び
被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
法
律

（
配
偶
者
暴
力
防
止
法
）は
、身
体

に
対
す
る
暴
力
又
は
こ
れ
に
準
ず

る
心
身
に
有
害
な
影
響
を
及
ぼ
す

言
動
に
対
し
て
、被
害
者
を
法
律
で

守
り
ま
す
。

■
パ
ー
プ
ル
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
１
２
０
（
９
４
１
）
８
２
６

（
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
無
料
通
話
）

■
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

（
祝
祭
日
・
年
末
年
始
は
休
み
）

☎
０
２
８
（
６
６
５
）
８
７
２
０

（
月
～
金
）
午
前
９
時
～
午
後
８
時

（
土
・
日
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時

■
女
性
支
援
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
２
８
（
７
９
３
）
０
０
１
８

（
月
・
水
）
午
後
４
時
～
８
時

（
土
・
日
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時

  

女
性
の
た
め
の
相
談
室

「
配
偶
者
暴
力
防
止
法
」

地方裁判所

　　連携

　　　連携

保護命令発
令の通知

　　　　　相手方

申立人の配偶者・元配偶
者（事実婚を含む）

配偶者暴力防止法の概要（チャート）

連携 入所　　　委託

被　害　者

　　保護命令違反に対する罰則

　　　1年以下の懲役又は100万円以下の罰金

地裁の請求に基づく書面の提出

相談・援助・保護

警　察

（医師等）
被害者の意思を尊重するよう
努め通報することができる

配偶者暴力相談支援センター
◆相談又は相談機関の紹介
◆カウンセリング
◆緊急時における安全確保
◆一時保護（婦人相談所）
◆自立支援・保護命令利用
シェルターの利用についての情報提
供・助言・関係機関との連絡調整・
その他の援助

◆暴力の防止
◆被害者の保護
◆被害発生防止のため
に必要な措置・援助

保護命令の申し立て

◆被害者の配偶者からの
身体に対する暴力
◆被害者の配偶者からの
生命等に対する脅迫

保護命令

◆被害者への接近禁止命令
◆電話等禁止命令
◆子への接近禁止命令
◆親族等への接近禁止命令
◆退去命令

地裁の請求
に基づく書
面提出等

保護命令発
令の通知

福祉事務所

◆自立支援等
母子生活支援施設
への入所、保育所
への入所、生活保
護の対応、児童扶
養手当の認定　等

一時保護委託先

◆民間シェルター、
母子生活支援施設、
婦人保護施設　等

保護（施設入所）

◆婦人保護施設

那珂川町職員採用試験案内 南那須地区広域行政事務組合職員採用試験案内
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◆県下一斉の取組
　納税の公平と税収の確保を図るため、７～８月を「市町村税徴収強化月間2012夏」として、栃木県との協働によ
り、県下一斉に徴収の強化に取り組みます。
◆一人ひとりが那珂川町を支える
　皆さんが納めた税金が那珂川町の行政サービスを支えています。納税しない人が増えると生活に必要な様々な事
業が行えなくなります。
◆自主的な納付
　那珂川町は、自主的な納税を期待しています。期限を過
ぎても納付がない場合は財産の滞納処分（差押・公売な
ど）をしなければなりません。
　差押財産の調査のため、滞納者の住居や事業所の捜索、
自動車差押のためのタイヤロックをすることもあります。
　滞納処分をしなくてもよいように、皆さんの自主的な納
税をお願いします。

 那珂川町では税収確保に向け、次のような取組を行っています
納税相談　町税を納期限内に納めることが困難な方の相談を受け付けています。
納税催告　納期限を過ぎても納付がない方に対し、督促状・催告書等の送付、電話催告、自宅訪問、勤務先訪

問を行います。
財産調査　滞納者の財産について、官公署、金融機関、保険会社、通信機関等に対し調査を行います。
給与調査　滞納者の給与を差押するため、勤務先に対し給与の調査を行います。
差押処分　不動産・預貯金や生命保険、給与のほか、自動車などの差押を行います。差押後も納付されない場

合、差押財産の公売・取立を行います。
問い合わせ　税務課管理収税係　☎0287－92－1120

 夏から秋にかけては、「大雨」「洪水」に警戒をお願いします。

国民健康保険税はみんなで支える健康保険の財源です あなたの税が未来を拓く
市町村税徴収強化月間2012夏

　夏季から秋季にかけて、台風や豪雨などによ
り、河川水位が上昇しやすくなります。この期間
は、いつ洪水が発生するか分かりません。万が一
の河川の氾濫に備えて、あらかじめ避難先・ルー
トなどの必要な情報を「洪水ハザードマップ」で
ご確認ください。
■洪水ハザードマップは、各市町村又は、以下の

ホームページで閲覧できます。
・国土交通省ハザードマップポータルサイト
　　http://disapotal.gsi.go.jp/
■雨量・水位情報は以下の方法で取得できます。
・ご家庭のテレビ（NHKのデータ放送）から雨
量・水位を確認できるようになりました。ご家庭
のテレビのチャンネルをNHKに合わせた後、リモ

◆国民健康保険制度とは？ 
　国民健康保険は加入者みんなの助け合いの制度です。
　日本では国民皆保険制度がとられており、全国民がい
ずれかの公的な医療保険に属していなければなりません。 
　会社の健康保険や、長寿（後期高齢者）医療制度に加
入している人以外は、国民健康保険に加入することが義
務付けられています。 
　私たちは、日常生活の中でいつ病気になったり、ケガ
をするかわかりません。そんな時に安心してお医者さんに
かかることができるように、日頃からみんなでお金を出し
合い、助け合うことを目的とした医療保険制度です。

◆医療費が年々増加しています！
　高齢化や生活習慣病の増加などにともなって医療費が
年々増加しています。このまま医療費が増え続ければ、そ
れを補うために国保税負担も増えることになります。
　大切な国保税を有効に使うためにも、かけもち受診を控
えるなど医療費削減にご協力をお願いいたします。

◆国民健康保険は、皆さんに納めていただく
　国民健康保険税をもとに運営しています
　国民健康保険の運営費用として、加入者が国保税を出

　後期高齢者医療制度の保険料率は２年に一度見直しされることになっており、平成24、25年度の保険料率は次の通
りです。
　後期高齢者医療保険料は、被保険者の方全員に等しく負担していただく「均等割額」と、所得に応じて負担していた
だく「所得割額」の合計額となり、平成24年度の保険料は、平成23年中の所得をもとに、個人ごとに計算されます。

均等割額

42,000円

被保険者全員に等しく負担し
ていただくものです。

＋ ＝

年間保険料※

上限55万円
（100円未満切り捨て）

所得割額
基礎控除（33万円）後の

総所得金額等
×

所得割率8.54％
被保険者の所得に応じて負担して
いただくものです。

※年度の途中で被保険者資格を取得した方の場合、保険料は取得した月からの月割で計算されます。なお、平成23年
度に行われた保険料の軽減措置は、平成24年度においても継続されます。また、新たに後期高齢者医療制度に加入
された方で、東日本大震災により被災された方については、保険料の減免制度がありますので、詳しくは下記までお
問い合せ下さい。

問い合わせ　栃木県後期高齢者医療広域連合　☎028－627－6805
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住民生活課  保険年金係　　　　 ☎0287－92－1112

し合い、これに国や県の補助金も加えたものを財源として
います。ですから皆さんの国保税なしでは国民健康保険の
運営が成り立ちません。
　また、被保険者間の公平化を図るため、特別な事情がな
く国保税を滞納している方に対しましては、保険給付の全
部又は、一部の支払い差し止めの処置を講じなければなら
ないことになっています。
　あなたやあなたの家族の健康を守るためにも、国民健康
保険制度への理解と国保税の期限内納付をお願いします。
問い合わせ　税務課　課税係　☎0287－92－1120

65歳未満の非自発的失業者（解雇等）の
保険税について

　解雇等を理由に離職された方は、国民健康保険税
の軽減を受けられる制度があります。
　・軽減額　　前年の給与所得をその30/100とみな
　　　　　　　して国民健康保険税を算定します。
　・軽減期間　離職日の翌日の属する月から翌年度
　　　　　　　末までの期間です。
　※軽減を受けるためには申告が必要となります。
　※すでに軽減の申請をされている方で、変更がな
　　い場合は申告の必要はありません。
問い合わせ　住民生活課　☎0287－92－1112

コンの『dボタン』を押して、画面上の『河川水位
雨量情報』を選択。
※一部ご覧いただけない機種があります

【インターネットから（雨量・水位、河川カメラ画像）】
http://www.ktr.mlit.go.jp/hitachi/bousai2/
【携帯電話から（雨量・水位情報）】 
http://www.ktr.mlit.go.jp/hitachi/bousai2/i/
【電話から】
　　常陸河川国道事務所テレフォンサービス
　　☎029－240－4102
■河川堤防の崩れ・ひび割れ、その他河川の構造物

の被害を発見した場合には、下記出張所までお知
らせ下さい。

那珂川上流出張所　　☎0287－82－3365

平成２４年度から
後期高齢者医療保険料の保険料率等が変わります
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那
珂
川
、武
茂
川
な
ど
で
６
月
１
日
、太
公

望
が
待
ち
望
ん
だ
鮎
釣
り
が
解
禁
と
な
り
ま

し
た
。今
年
は
放
射
能
汚
染
の
影
響
が
懸
念

さ
れ
ま
し
た
が
、５
月
中
の
調
査
で
基
準
値
を

下
回
り
、例
年
通
り
に
解
禁
日
を
迎
え
ら
れ
ま

し
た
。

　

那
珂
川
町
を
紹
介
す
る
Ｆ
Ｍ
番
組「
那
珂

良
し
ラ
ジ
オ
」で
も
解
禁
日
の
鮎
釣
り
の
模
様

を
６
月
７
日（
木
）に
放
送
し
ま
し
た
。鮎
の
友

釣
り
に
初
挑
戦
し
た
の
は
レ
ポ
ー
タ
ー
の
奥
津

真
理
子
さ
ん
。鮎
釣
り
の「
達
人
」の
岡
崎
孝

さ
ん（
谷
田
）の
指
導
を
受
け
、釣
果
の
厳
し
い

那
珂
川
は
避
け
て
、武
茂
川
下
流
で
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
で
す
。初
め
は
鮎
が
小
さ
く
て
苦
戦
し
ま
し

た
が
、場
所
を
馬
頭
高
校
水
産
科
実
習
場
付

近
に
変
え
る
と
次
々
と
釣
れ
、30
分
ほ
ど
で
５

匹
を
釣
り
上
げ
ま
し
た
。

　
「
人
権
の
花
」の
贈
呈
式
が
、６
月
５
日
、馬

頭
東
小
学
校
と
小
川
小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し

た
。子
ど
も
達
が
協
力
し
て
花
を
栽
培
す
る
こ

と
で
、命
の
大
切
さ
や
相
手
へ
の
思
い
や
り
の
心

を
育
み
、人
権
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
の
髙
林
和
男
さ
ん
、髙
田
敬

さ
ん
、長
山
宣
弘
さ
ん
、藤
田
悦
子
さ
ん
、薄
井

忠
惠
さ
ん
か
ら
渡
さ
れ
た
花
の
苗
は
、今
後
、

各
学
校
の
児
童
の
皆
さ
ん
に
よ
って
、大
切
に
育

て
ら
れ
ま
す
。

　

馬
頭
東
中
学
校
跡
地
に
建
設
さ
れ
、今
年

４
月
に
稼
働
を
開
始
し
た
県
北
木
材
協
同

組
合
那
珂
川
工
場
の
現
地
視
察
研
修
会・意

見
交
換
会
が
６
月
８
日
に
開
催
さ
れ
、県
内

の
森
林
事
務
所
や
森
林
組
合
な
ど
関
係
者
約

１
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

那
珂
川
工
場
は
、年
間
４
万
㎥
の
丸
太
を
消

費
で
き
る
国
産
材
の
製
材
工
場
で
、林
業・木

材
産
業
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
拠
点
と
し
て
期

待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。視
察
後
の
意
見
交

換
会
で
は
、木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
有
効
に
活
用

す
る
た
め
の
課
題
や
対
策
な
ど
に
つ
い
て
活
発

な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
盛
谷
協
議
会
主
催
の
ポ
ピ
ー

祭
り
が
６
月
２
日
、盛
谷
な
ご
み
の
里
公
園

（
盛
泉
野
合
地
区
）で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。イ

ベ
ン
ト
会
場
に
は
、協
議
会
会
員
等
に
よ
る
焼

き
そ
ば
や
焼
き
鮎
、つ
き
た
て
の
餅
な
ど
の
模

擬
店
が
並
び
、ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
フ
ラ
ダ

ン
ス
や「
那
珂
川
ゆ
め
っこ
」に
よ
る
よ
さ
こ
い
踊

り
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。町
内
外
か
ら
多

く
の
家
族
連
れ
な
ど
が
訪
れ
、色
鮮
や
か
に
咲

く
ポ
ピ
ー
の
花
を
バッ
ク
に
写
真
を
撮
っ
た
り
、

お
土
産
に
と
花
を
摘
ん
だ
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

素
晴
ら
し
い
晴
天
に
恵
ま
れ
た
６
月
２
日
、

小
川
南
小
学
校
で
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。児
童
の
皆
さ
ん
は「
あ
き
ら
め
ず
に
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
で
か
ち
す
す
め
」の
ス
ロ
ー
ガ
ン
下
、日

頃
の
練
習
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
ま
し
た
。

　

特
に
力
を
入
れ
て
練
習
を
重
ね
た
と
い
う

全
校
児
童
に
よ
る
組
体
操
で
は
、ピ
ラ
ミ
ッ
ド

な
ど
の
大
技
に
も
挑
戦
し
、ぴ
っ
た
り
と
息
の

合
っ
た
演
技
を
披
露
し
ま
し
た
。一つ一つ
の
技
が

決
ま
る
た
び
に
、応
援
に
駆
け
付
け
た
家
族
や

招
待
さ
れ
た
地
元
の
皆
さ
ん
な
ど
か
ら
盛
ん
に

拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

那
珂
川
町
温
泉
ト
ラ
フ
グ
共
販
会
の
主
催

で「
温
泉
ト
ラ
フ
グ
技
術
講
習
会
」が
６
月
12

日
、健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
調
理
室
で
行
わ
れ
ま

し
た
。町
内
の
旅
館
や
飲
食
店
の
調
理
人
な
ど

約
10
名
が
参
加
し
、身
欠
き（
皮
や
内
臓
な
ど

毒
を
持
つ
部
分
を
除
去
す
る
作
業
）し
た
温

泉
ト
ラ
フ
グ
の
お
ろ
し
方
や
調
理
を
学
び
ま
し

た
。参
加
者
は
フ
グ
刺
し
を
器
の
模
様
が
美
し

く
透
け
る
よ
う
に
薄
造
り
に
す
る
講
師
の
手

元
を
真
剣
に
見
入
って
い
ま
し
た
。

　

温
泉
ト
ラ
フ
グ
は
那
珂
川
町
内
の
飲
食
店

や
旅
館
で
楽
し
め
ま
す
が
、い
ず
れ
も
３
日
前

ま
で
に
予
約
が
必
要
と
の
こ
と
で
す
。（
温
泉
ト

ラ
フ
グ
取
り
扱
い
店
舗
は
、町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
で
き
ま
す
）

　

だ
れ
で
も
参
加
で
き
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
町

民
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
を
図
ろ
う
と「
第
９
回
那

珂
川
満
喫
歩
け
歩
け
大
会
」が
６
月
17
日
、小

川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
発
着
点
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

朝
の
う
ち
は
時
折
雨
が
残
る
天
候
で
し
た

が
、フ
ァ
ミ
リ
ー（
６
キ
ロ
）、さ
わ
や
か（
９
キ

ロ
）、チ
ャ
レ
ン
ジ（
13
キ
ロ
）の
３
つ
の
コ
ー
ス
に
、

幼
児
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
合
計
約
２
５
０
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、那
珂
川
沿
い
の
堤
防

を
歩
い
た
り
、ふ
る
さ
と
の
森
公
園
や
ま
ほ
ろ

ば
キ
ャ
ン
プ
場
に
立
ち
寄
っ
た
り
と
、心
地
よ
い

汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

　

６
月
３
日
、小
川
運
動
場
に
て
第
３
回
那
珂

川
町
消
防
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

各
消
防
団
を
代
表
し
て
出
場
し
た
選
手
の
皆

さ
ん
は
、４
月
か
ら
毎
週
の
よ
う
に
練
習
を
繰

り
返
し
た
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
、消
防

機
器
の
操
作
の
正
確
さ
や
タ
イ
ム
を
競
い
合
い

ま
し
た
。

　

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
。上
位
２
チ
ー

ム
は
、６
月
24
日
に
大
桶
運
動
場（
那
須
烏
山

市
）で
開
催
さ
れ
た
南
那
須
地
区
大
会
に
町

代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部（
18
チ
ー
ム
）

　

優　

勝　

第
２
分
団
第
３
部（
大
内
）

　

準
優
勝　

第
５
分
団
第
３
部（
浄
法
寺
）

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部（
12
チ
ー
ム
）

　

優　

勝　

第
１
分
団
第
６
部（
矢
又
）

　

準
優
勝　

第
３
分
団
第
２
部（
小
砂
）

「
那
珂
良
し
ラ
ジ
オ
」
で

鮎
釣
り
に
挑
戦

馬
頭
東
小
学
校
・
小
川
小
学
校
で

「
人
権
の
花
運
動
」

森
林
資
源
（
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
）
の

フ
ル
活
用
を
目
指
し
て

盛
谷
な
ご
み
の
里
公
園

ポ
ピ
ー
祭
り

小
川
南
小
学
校
運
動
会

温
泉
ト
ラ
フ
グ
技
術
講
習
会

那
珂
川
満
喫
歩
け
歩
け
大
会

第
３
回
那
珂
川
町
消
防
操
法
大
会

馬頭東小学校

小川小学校
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５
月
20
日
に
鹿
沼
市
で
行
わ
れ

た
、平
成
24
年
度
全
日
本
卓
球
選

手
権
大
会
ホ
ー
プ
ス
の
部
栃
木
県

予
選
に
お
い
て
、小
川
小
５
年
の
小

泉
涼
太
く
ん
は
準
優
勝
を
勝
ち
取

り
、４
年
連
続
の
全
日
本
選
手
権

大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。バ
ン
ビ

（
２
年
生
以
下
）、カ
ブ（
４
年
生
以

下
）に
続
き
ホ
ー
プ
ス（
６
年
生
以

下
）と
３
部
門
目
の
出
場
と
な
り
ま

す
。

　

過
去
３
年
は
惜
し
く
も
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出
を
逃
し
て
い
る

の
で
、「
今
年
こ
そ
予
選
突
破
と
上

位
進
出
を
目
指
し
ま
す
」と
の
こ
と

で
す
。

　

６
月
23
日
、と
み
や
ま
の
郷
づ
く

り
会
主
催
に
よ
る
富
山
ほ
た
る
祭

り
が
富
山
多
目
的
集
会
所
を
会
場

に
開
催
さ
れ
、町
内
外
か
ら
多
く
の

親
子
連
れ
な
ど
が
訪
れ
初
夏
の
夕

べ
の
ひ
と
時
を
楽
し
く
過
ご
し
ま

し
た
。会
場
は
、当
日
の
絵
付
け
体

験
で
作
ら
れ
た
灯
篭
の
優
し
い
光

で
演
出
さ
れ
、会
員
や
地
元
の
方
等

に
よ
る
模
擬
店
、ア
ト
ラ
ク
シ
ョン
で

盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

日
が
落
ち
る
と
富
山
川
の
川
辺

に
、い
つ
の
間
に
か
光
り
だ
し
た
蛍

が
飛
び
交
う
幻
想
的
な
光
景
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

　

有
害
排
出
物
が
無
く
環
境
に
や

さ
し
い
電
気
自
動
車
や
低
燃
費
の

プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
な
ど

が
普
及
し
始
め
て
い
ま
す
が
、町
内

で
初
め
て
の
急
速
充
電
器
が「
ま
ほ

ろ
ば
の
湯
」駐
車
場
に
設
置
さ
れ
、

６
月
28
日
に
運
用
開
始
セ
レ
モ
ニ
ー

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
町・議
会
関
係
者
の
ほ

か
急
速
充
電
器
を
寄
贈
し
た
日
産

部
品
栃
木
販
売
株
式
会
社
、施
工

業
者
、ま
ほ
ろ
ば
の
湯
な
ど
の
関
係

者
が
出
席
し
ま
し
た
。大
金
町
長
は

「
地
球
温
暖
化
な
ど
環
境
の
悪
化

を
防
止
す
る
意
味
で
、急
速
充
電

器
の
設
置
は
大
変
意
義
の
あ
る
こ

と
で
す
。地
域
の
活
性
化
に
も
つ
な

げ
て
い
き
た
い
」な
ど
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

　

充
電
器
の
除
幕
を
し
た
後
は
、

後
藤
良
一
さ
ん（
馬
頭
）の
所
有
す

る
電
気
自
動
車「
日
産
・リ
ー
フ
」

を
使
っ
て
急
速
充
電
の
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。車

両
前
部
の
急
速
充
電
ポ
ー
ト
に
充

電
コ
ネ
ク
タ
を
差
し
込
み
、20
分
で

充
電
が
終
了
し
ま
し
た
。

　

こ
の
急
速
充
電
器
は
当
面
の
間

は
利
用
料
金
が
無
料
で
、誰
で
も
毎

日
24
時
間
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。１
回
の
充
電
は
20
分
ま
で
可

能
で
、最
大
で
80
％
の
充
電
量
ま
で

充
電
で
き
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

６
月
８
日
か
ら
10
日
に
行
わ
れ

た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
県
予
選
に
お
い
て
、

真
岡
女
子
高
３
年
の
川
上
愛
可
さ
ん

（
小
川
）は
主
将・エ
ー
ス
と
し
て
大

会
に
臨
み
、団
体
優
勝
の
立
役
者
と

な
り
、個
人
戦
で
も
シ
ン
グ
ル
ス
優

勝
、ダ
ブ
ル
ス
準
優
勝
の
好
成
績
を

収
め
、県
代
表
の
座
を
勝
ち
取
り

ま
し
た
。

　

齋
藤
圭
子
さ
ん（
久
那
瀬
）

は
全
国
剣
詩
舞
コ
ン
ク
ー
ル

の
栃
木
県
大
会
全
国
二
部
詩

舞
に
お
い
て
、見
事
入
賞（
第

３
位
）し
、全
国
剣
詩
舞
コ
ン

ク
ー
ル
東
日
本
大
会（
７
月
１

日・
東
京
都
内
で
開
催
）へ
出

場
し
ま
し
た
。

卓
球
で
４
年
連
続

全
日
本
選
手
権
出
場

富
山
ほ
た
る
祭
り

「
ま
ほ
ろ
ば
の
湯
」
に

“
急
速
充
電
器
”
を
設
置

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
県
予
選
で

団
体
、
シ
ン
グ
ル
ス
、

ダ
ブ
ル
ス
の

３
種
目
で
予
選
突
破

ケーブルテレビ基本利用料等の減免をご存知ですか？

ケーブルテレビのインターネットはお得です

思い出のシーンを残しませんか？ データ放送をご存知ですか？

高齢者世帯

特　徴

障害者世帯

　　ひとり暮らしの高齢者

　料　　金

　　視聴覚又は重度障害者

　ケーブルテレビ基本利用料（1,600円/月）等が、申請により減免になる場合があります。下記に該当すると思われる方
は、ケーブルテレビ放送センターまでお気軽にご相談ください。

　ケーブルテレビのインターネットは非常にお得です。今お使いのインターネットと比較してみてください。

※ 個人向けサービスとして、固定グローバルIPの割り振りサービスの提供は行っていません。インターネットを利用した
　 ゲーム等、一部利用できない場合があります。ご了承ください。

※ 住所が那珂川町にある方が対象です。
※ 上記以外にも加入金や引込工事費も免除となるサービスもあります。
※ インターネット接続サービスやCS有料放送などのオプションサービスは減免になりません。

○　世帯主70歳以上
　　配偶者・同居者65歳以上
○　世帯員全員が非課税
　　全額免除（月額1,600円全額）

○　下りの最大通信速度　30Mbps
○　常時使い放題
※回線の状況やパソコンの環境により、最大速に達しない

場合があります。

　ケーブルテレビでは、入園（学）式や運動会等の番組を
ダビングするサービスを行っています。 

料金 1,500円 / 30分以内
※時間増毎に追加料金がかかります

テレビを見ているときにリモコンの
○ｄボタンを押してみてください。
気象情報など、いろいろな情報を
みることができます。
※利用料はかかりません。

申し込み・問い合わせ　
　　ケーブルテレビ放送センター
　　　　　　　z 0120－227－445
　　　　　　　☎ 0287－92－1121

○　ご家族に障害をお持ちの方がいる
○　世帯員全員が非課税
　　全額免除（月額1,600円全額）

○　65歳以上70歳未満
○　本人非課税
　　半額免除（月額800円減額）

○　月額使用料　2,500円　
※プロバイダ料金、回線使用料、モデム使用料全て込み。

初期費用もかかりません。

○　障害者本人が世帯主かつ加入者
　　半額免除（月額800円減額）
※重度障害者とは、障害等級が１級又は２級に該当する方

です。

那珂川町
ケーブルテレビ
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「児童館」
7月16日～8月15日

のお休み
開館時間

午前９時～午後５時
☎０２８７－９６－３１０９

たのしい絵本と紙しばいの会

夏を楽しもう

夏休み工作教室

子ども司書講座

物づくりにチャレンジ！

婦人ボランティアのおはなし会

高校生ボランティアのおはなし会

ＪＶＣのおはなし会

小川おはなし会

・７月19日（木）午前10時30分～
・８月  ２日（木）午前10時30分～
・場所　馬頭図書館 視聴覚室
　小さいお子さまのためのおはなし会です。
　親子でご一緒にお越しください。

・８月３日（金）午前10時～
・内容　ゲームいろい、流しそうめんをします
・参加申し込み　７月31日（火）まで
・参加費　100円

・８月７日（火）午前10時～
　「ダンボールで作ろう」
　夏休みの宿題をしたい人も大歓迎！
・参加申し込み　８月２日（木）まで
・参加費　200円

図書館のお仕事ってどんな感じかな？
カウンターの仕事やおはなし会のやり方を学ん
でみましょう。
・８月１日（水）、２日（木）、３日（金）、７日（火）
・場所　馬頭図書館
・定員　10名（先着順）
・対象　小学５・６年生、中学生、高校生
・申し込み　図書館のカウンターか、電話で馬

頭図書館までお申し込みください。
　☎0287－92－5015

・７月２４日（火）午前９時30分～　
　「ステンドうちわをつくろう！」
・材料費　100円
・参加申し込み　７月20日（金）まで

・７月14日（土）午後２時～
・場所　馬頭図書館　児童室

おはなしじょうずなボランティアさんが昔ばなし
の絵本や紙しばいを読んでくれます。おはなしの
後は、リサイクル工作です。はぎれでしおりを作
ります。

・７月15日（日）午後２時～
・場所　馬頭図書館 児童室

馬高ボランティア部の方たちが、たのしい紙しば
いや絵本を読んでくれます。
おはなしの後は、ふしぎな壁をつくります。

・７月21日（土）午後２時～
・場所　小川図書館 絵本コーナー

ジュニアボランティアクラブの方たちが、たのし
い紙しばいや絵本を読んでくれます。
おはなしの後は、新聞紙ビリビリ競争をしてあそ
びましょう。

・８月４日（土）午前10時30分～
・場所　小川図書館　絵本コーナー

おはなしじょうずなボランティアさんが昔ばなし
の絵本や紙しばいを読んでくれます。
おはなしの後は、ポリ袋でヨーヨーをつくりま
す。

馬頭図書館・小川図書館の休館日
（7月16日～8月15日）

馬頭図書館休館日 小川図書館休館日
７月16日（月）、17日（火）、
２３日(月)、３０日（月）、３１日（火）、
８月６日（月）、１３日（月）

７月16日（月）、２０日（金）、
２７日（金）、３１日（火）、
８月３日(金）、１０（金）

日 月 火 水 木 金 土
7/16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31 8/1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15

子育て支援センター わかあゆわかあゆ
◆センターは、0歳から
就学前のお子さん、おか
あさん、おうちの方が一
緒に遊ぶところです。マ
マ友との交流・情報交
換・子育て相談の場とし
て利用してください。

利用日時
月曜日～金曜日
9:00～17:00

☆水遊びをしよう☆
　暑い日はビニールプールで
水遊びができます。着替えの
用意をして来てください。
時間は10時30分からです。
タオル・着替え
水遊び用（Tシャツ
パンツ・オムツ）
帽子・飲み物など

☆手作りおもちゃをつくろう☆
８月８日（水） 10:30～

夏ならではのおもちゃを作ります。
作るたのしさ、遊ぶたのしさを体験
しましょう。

参加費　無料
※事前に
申し込みください。

☆みんなの子育てひろば　
○きらきらベビークラス（０歳児）
　今回はベビーマッサージをしながら、夏に起こ
りやすい肌トラブルへの対応や、病気の対応を学
びます。みんなで楽しくおしゃべりしましょう！
（※チラシ内容変更しました）
　日時：８月７日（火）10時～11時30分
　内容：「ベビーマッサージと夏トラブル対処法」
　講師：浅川まり子さん（助産師）
　料金：オイル代100円

○ぴかぴかキッズクラス（１歳～就学前児）
　今回は「ヤダヤダ期」の子どもへの接し方で
す。誰もが通る時期と頭でわかってもママのスト
レスは倍増。どう乗り切るかをみんなで学ぶ内容
です。
　日時：７月24日（火）10時～11時30分
　内容：「ＮＧ？ＯＫ？子どもと接する基本のキ」
　料金：おやつ代100円

☆マタニティクラス～ハローベビー！～
　８月の内容はマタニティヨガ。ゆったりした時間
の中でお腹の赤ちゃんを感じながら、無理なく体を
動かし、リラックス効果も抜群。今回は土曜日の開
催になります。

日時：８月25日（土）１０時～１１時３０分
内容：「マタニティヨガ」
講師：益子篤子さん（ヨガインストラクター）
料金：バスタオル、母子手帳

9月から「生ワクチン（経口投与）」から
「不活化ワクチン（注射）」に切り替わります　

　すでに生ワクチン1回受けた人で、2回目の「生ワクチン投
与」を希望する場合、下記の日程が最終になります。

◆日　時：7月13日（金）　午後2時30分受付
◆対　象：生後3カ月以上7歳6カ月未満の乳幼児・児童
◆方　法：６週間（41日）以上あけて２回
◆注　意：下痢の場合は見合わせてください
◆申し込み：下記まで早めにお申し込みください。
＜不活化ワクチン接種について＞
　9月以降に受ける場合、下記の受け方になります。
すでに生ワクチン１回受けた人で９月以降に受ける場
合、不活化ワクチン（注射）３回接種することになりま
す。接種方法等の詳細は、後日お知らせします。
問い合わせ　　健康管理センター　☎0287－92－1188

※全て事前申し込みが必要となります。
■お問い合わせ・参加のお申し込み　　
健康管理センター　☎0287－92－1188

☎0287－96－5223

☎0287－92－1188

ポリオ予防接種が変わります

健康管理センターからのお知らせ

暑い夏を支援センターで涼しく過ごしましょう。
センターは親と子がほっと過ごせる場所です。センターのおもちゃや
絵本で自由に遊びましょう。保育士が常駐し、保健師もおります。
子育ての相談等ありましたら気軽に声をかけてください。

寄
贈

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

○
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行
へ

八
千
円　

匿
名
（
４
５
２
回
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
振
興
基
金
へ

二
万
円　

益
子
和
弘
様

（
健
武
53
回
）

○
図
書
館
へ

Ｃ
Ｄ
「
村
下
孝
蔵
」
他
７
枚

　
　
　

五
味
渕
文
彦
様
（
馬
頭
）

図
書
「
認
知
症
の
防
ぎ
方
と
介
護

の
コ
ツ
」
高
野
成
人
様
（
馬
頭
）

図
書
「
牛
の
糶せ
り

」
２
冊

　
　
　

大
高　

貞
夫
様
（
松
野
）



“プレミアム付きクーポン券”
【那珂川ぷらっとクーポン】

加盟店舗・事業者を募集します
　今年度、町の交流人口の増加を目的とした「プラットフォー
ム事業」を実施します。事業の一環として町の特産物や観光
スポットをＰＲするため、那珂川町ならではの美味しいもの、
お土産品、おすすめスポットなどを満載した、お得に使える
クーポン券を発行します。販路拡大に向けて、加盟希望の店
舗・事業者は下記によりご応募ください。
応募資格　町内の店舗、事業者等
応募締切　７月31日（火）
問い合わせ・応募先　※応募者多数の場合は事務局で選考
　　　企画財政課企画調整係　☎0287－92－1114

　すべての国民が、犯罪や非行の防止と罪を犯した人た
ちの改善更生について理解を深め、それぞれの立場にお
いて力を合わせ、犯罪や非行のない地域社会を築こうと
する全国的な運動です。明るい社会づくりのために地域
の皆様のご協力をお願いいたします。
南那須保護区保護司会那珂川分区
那珂川町更生保護女性会
那珂川町役場住民生活課　
☎0287－92－1112
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俳
　
句

に
ぎ
り
飯
割
る
滝
音
を
真
向
ひ
に	

松　

野　
　

大
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松
竹

句
碑
開
く
宴う
た
げた
け
な
は
若
葉
風　

	

　
　
　
　
　
　
　
　
松　

野　
　

鶴
川　

良
子

花
水
木
淡
き
ピ
ン
ク
の
風
吹
け
り	

松　

野　
　

横
山　

義
夫

紫
陽
花
や
花
言
葉
は
好
き
で
す
か	

久
那
瀬　
　

堀
江　

直
子

隣
人
に
声
掛
け
て
発
つ
梅
雨
の
空	

	

小　

川　
　

小
川
の
ぶ
子

も
て
な
し
は
祖
母
の
手
作
り
吊
る
し
雛	

三　

輪　
　

永
森　

悦
子

　
　

短
　
歌

言
葉
と
は
時
代
と
共
に
変
わ
る
の
か
全
然
い
い
に
違
和
感
あ
り
て　
　
　
　
　
　

小　

川　
　

吾
妻　

洋
子

里
山
の
あ
ふ
れ
る
緑
縫
つ
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ゆ
く
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
に
し
ば
し
憩
ひ
ぬ　
　
　

谷　

田　
　

岡
崎　

甫
子

大
好
き
と
手
紙
届
き
て
黄
の
あ
や
め
ぽ
つ
と
灯
り
ぬ
ば
あ
ば
の
胸
に

小　

川　
　

佐
藤　

孝
子

色
冴
え
て
力
秘
め
た
る
若
竹
は
小
暗
き
藪
を
一
気
に
突
き
抜
く

和　

見　
　

藤
田　

和
夫

娘
よ
り
メ
ー
ル
届
け
ば
そ
の
一
日
会
話
し
た
よ
な
安
ら
ぎ
覚
ゆ

馬　

頭　
　
五
月
女
ト
ミ
ノ

向
き
向
き
に
飛
び
交
ふ
燕
ら
梅
雨
空
へ
羽
す
ぼ
め
つ
つ
突
き
進
む
も
あ
り

馬　

頭　
　

佐
藤　

節
子

　
　

川
　
柳

四
季
知
ら
ぬ
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膳
を
引
き
立
て
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小　

砂　
　

笹
沼　

季
子

大
金
を
送
っ
た
後
で
電
話
か
け	

小　

川　
　

平
澤　

照
雄

高
速
を
下
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一
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の
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大
山
田
下
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佐
藤　

有
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散
り
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遊
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で
い
る
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谷　
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岡
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甫
子

本
当
を
言
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て
明
日
を
軽
く
す
る	

薬　
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大
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克
明

広
報
文
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と
り
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石
田　

衣
良
／
著

◇
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哲
也
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◇
『
尋
ね
人
』

谷
村　

志
穂
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著

◇
『
勝
ち
逃
げ
の
女
王
』

垣
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涼
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著

◇
『
暗
転
』

堂
場　

瞬
一
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著

◇
『
信
長
死
す
べ
し
』

山
本　

兼
一
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著

◇
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デ
ッ
ド
エ
ン
ド
』
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野　
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著

◇
『
身
を
捨
て
て
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そ
』

白
川　

道
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著

◇
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ン
ス
・
ウ
ィ
ズ
・
ド
ラ
ゴ
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』

村
山　

由
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◇
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夜
の
国
の
ク
ー
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』

伊
坂　
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郎
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◇
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せ
を
呼
ぶ
ス
マ
ー
ト
洗
濯
』

中
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◇
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塩
麹
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シ
ピ
１
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』
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◇
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で
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』

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木　

則
夫
／
著

◇
『
図
解
わ
か
る
税
金
』

芥
川　

靖
彦
／
著

◇
『
名
犬
チ
ロ
リ
』

大
木　

ト
オ
ル
／
著

◇
『
し
じ
み
か
ら
の
お
く
り
も
の
』木下　

宣
子
／
著

◇
『
げ
ん
き
き
ゅ
う
し
ょ
く
い
た
だ
き
ま
す
！
』

つ
ち
だ　

よ
し
は
る
／
著

◇
『
そ
う
じ
き
の
つ
ゆ
や
す
み
』村上　

し
い
こ
／
著

◇
『
へ
ち
ま
の
へ
ー
た
ろ
ー
』二

宮　

由
紀
子
／
著

◇
『
ジ
ョ
ン
・
カ
ー
タ
ー
』

ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
ム
ー
ア
／
著

◇
『
は
な
か
っ
ぱ
と
は
ね
か
っ
ぱ
』

あ
き
や
ま　

た
だ
し
／
著

◇
『
ア
リ
の
お
で
か
け
』　

西
村　

敏
雄
／
著

◇
『
ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん
の
文
法
教
室
』　

貝
田　

桃
子
／
著

◇
『
12
月
の
夏
休
み
』

　

川
端　

裕
人
／
著

◇
『
ぼ
く
は
戦
場
カ
メ
ラ
マ
ン
』渡

部　

陽
一
／
著

　

紙
面
の
都
合
上
、
新
着
資
料
の
紹
介
は
、
一
部
の
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
新
着
図
書
の
検
索
が
で
き

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

h
ttp

://w
w

w
.to

w
n

.to
c

h
ig

i-n
a

k
a

g
a

w
a

. 
lg.jp/40library/index.htm

l

道
尾　

秀
介
／
著

　

仲
間
と
と
も
に
経
験
し

た
、
わ
く
わ
く
す
る
よ
う

な
謎
。
逃
げ
出
し
た
く
な

る
よ
う
な
恐
怖
と
、
わ
す

れ
が
た
い
奇
跡
。

　

感
動
の
少
年
小
説
。

い
も
と　

よ
う
こ
／
著

　

ス
ー
フ
は
白
い
馬
を
か

わ
い
が
り
、
大
切
に
育
て

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

王
様
に
よ
っ
て
、
白
い
馬

は
殺
さ
れ
て
し
ま
い
…
。

　

モ
ン
ゴ
ル
の
民
話
で
す
。

『
光
』 

　 

一
般
書 

　

『
ス
ー
フ
と
白
い
馬
』 

　 

　
児
童
書 

那珂川町
図書館

再生可能エネルギーの時代⑤

環境総合推進室
☎0287－92－1110

　

今
回
は
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
中
か
ら「
水
力
発
電
」を
紹
介
し

ま
す
。

◆
水
の
力
で
発
電
し
ま
す
。

　

水
力
発
電
は
、水
が
高
い
と
こ
ろ

か
ら
低
い
と
こ
ろ
へ
流
れ
落
ち
る
力

で
水
車
を
回
し
て
電
気
を
作
り
ま

す
。川
の
水
を
そ
の
ま
ま
引
き
込
ん

だ
り
、水
を
ダ
ム
や
池
な
ど
に
貯
め

て
利
用
す
る
方
法
な
ど
が
あ
り
ま

す
。太
陽
光
発
電
や
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
と
同
じ
く
、発
電
時
に
二
酸
化

炭
素
を
排
出
し
な
い
ク
リ
ー
ン
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
す
。

◆
水
力
発
電
は
日
本
に
向
い
て
い
る

　

日
本
は
、水
と
い
う
資
源
に
恵
ま

れ
て
い
ま
す
。ま
た
、水
力
発
電
を

行
う
に
は
落
差
が
必
要
と
な
り
ま

す
。水
源
が
豊
富
で
、山
が
た
く
さ

ん
あ
り
、起
伏
も
大
き
い
と
い
う
自

然
環
境
が
整
っ
た
日
本
に
は
相
性
の

よ
い
発
電
方
法
と
言
え
ま
す
。

◆
今
後
の
水
力
発
電

　

日
本
で
初
め
て
水
力
発
電
に
よ

る
電
気
の
明
か
り
が
灯
っ
た
の
は
、

今
か
ら
１
１
０
年
以
上
も
昔
、明
治

20
年
代
で
す
。現
在
で
は
、全
国
に

１
８
０
０
以
上
の
発
電
所
が
建
設

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

以
前
は
水
力
発
電
の
開
発
の
た

め
に
、大
規
模
な
ダ
ム
が
建
設
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、近
年
で
は
自
然
環

境
と
の
調
和
を
考
慮
し
ダ
ム
等
を

必
要
と
す
る
大
規
模
な
開
発
は
行

わ
ず
、環
境
負
荷
の
小
さ
な
小
水

力
発
電
の
開
発
に
力
を
入
れ
る
動

き
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

　
　
　
（
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

　
　
　
　
　

水
力
の
ペ
ー
ジ
引
用
）

※
次
回
は
、小
水
力
発
電（
マ
イ
ク
ロ
水

力
発
電
）に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

７月は“社会を明るくする運動”
強調月間です

～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～

園芸作物ほ場見学会のお知らせ
　野菜や花の栽培を始めたいと思っている農家の
方を対象に、管内優良農家のほ場見学会を開催し
ます。

開催日時　８月23日（木）午前９時～午後４時
集合場所　JAなす南本店（那珂川町白久10）
　　　　　※午前８時50分までにおいでください。
　　　　　※ワゴン車で各ほ場を回ります。
見学農家　夏秋なす・ねぎ・ショウガ・里いも・
　　　　　梨の生産農家
参 加 費　無料（昼食は主催者で準備します）
主　　催　JAなす南・塩谷南那須農業振興事務所
申 込 先　JAなす南営農部　園芸課
　　　　　☎0287－96－6170　
　　　　　那珂川町役場農林振興課
　　　　　☎0287－92－1113　
申込締切　８月16日（木）

0287-96-3105
324-0501 2589

有料広告スペース（申し込み☎0287－92－1114） 

水
力
発
電
編



時　間 番　組　名
5:30 NewsなかがわＴＯＷＮ
6:00 文字放送
7:00 NewsなかがわＴＯＷＮ
7:30 文字放送
8:00

アグリネット
8:30
9:00 NewsなかがわＴＯＷＮ
9:30 文字放送
10:00

栃木県提供番組
10:30
11:00 NewsなかがわＴＯＷＮ
11:30

文字放送
12:00
12:30 NewsなかがわＴＯＷＮ
13:00 企画番組
13:30

文字放送14:00
14:30
15:00 NewsなかがわＴＯＷＮ
15:30

文字放送
16:00
16:30
17:00
17:30 植物の世界
18:00 サイエンスCH
18:30 都市づくりを考える

19:00 企画番組
（7/23～7/29は18:30開始）

19:30 NewsなかがわＴＯＷＮ
20:00

栃木県提供番組  
20:30
21:00 サイエンスCH
21:30 NewsなかがわＴＯＷＮ
22:00 企画番組
22:30 文字放送
23:00 NewsなかがわＴＯＷＮ
23:30

文字放送0:00
0:30
1:00 NewsなかがわＴＯＷＮ

朝まで 文字放送

　県政の課題などについて、県民の
皆さんと知事が直接話し合うフォー
ラムを開催します。
期日　8月25日（土）
午後１時30分～（2時間程度を予定）
場所　那珂川町小川総合福祉センター
応募資格　県内に在住、通勤・通学
している方
定員　約100名
応募方法　住所、氏名、年齢、電話
番号、性別、職業（学校名）を明記
の上、はがき、FAX、Ｅメールで応
募願います。
締切　8月10日（金）当日消印有効
その他　乳幼児のための託児室（無
料）を設置いたしますので、ご希望
の方はその旨記載願います。
申し込み・問い合わせ　県広報課
（〒320－8501　住所記入不要）

☎028－623－2158
FAX028－623－2160

Eメールkocho@pref.tochigi.lg.jp

期日　9月2日（日）
会場　那須小川ゴルフクラブ
参加資格　町内に在住・勤務する方。
　　　　　または、町出身者。
募集人員　160名（先着順）
参加費　2,000円
プレー費　9,500円
（乗車カートセルフ・昼食付）
申し込み　申込書と参加費を添え
て、8月2日（木）までに生涯学習
課または、馬頭図書館へ申し込んで
ください。（※馬頭図書館は、月曜
日、月末日、祝日休館）
問い合わせ　生涯学習課

☎0287－96－2116

　町公式ホームページにおいて、平
成24年度からの入札結果を公表し
ています。なお、今回は６月末まで
に執行した17件の公表であります
が、随時更新していきます。
　閲覧方法は、町公式ホームページ
上の「入札・契約」からご覧いただ
けます。
執行状況　　・４月　４件
　　　　　　・５月　６件
　　　　　　・６月　７件
問い合わせ　総務課管財係

☎0287－92－1111

開講講座（８講座）
①古代東山道を歩く　②English 
for your life　③製菓（ふわふわシ
フォンとガレット）④被服（はじめ
ての玉ねぎ染め）⑤雅印を作ろう
（篆刻）⑥カンタン陶芸自由自在　
⑦楽しく科学しよう！ ⑧初めての
『能』楽しい謡曲・仕舞
講師　さくら清修高等学校職員等
開講期間　
９月 22 日（祝土）～ 11 月 17 日（土）
※　詳細については、さくら清修高
等学校のホームページで確認又は直
接学校にお問い合わせください。
場所　さくら清修高等学校内
募集期間　
７月１日（日）～７月31日（火）
申込方法
（電話・窓口）
平日の8時30分～午後5時まで　　
（はがき・ＦＡＸ）住所・氏名・電
話番号・受講講座名を明記
申し込み・問い合わせ
〒329－1311　さくら市氏家2807
さくら清修高等学校　　

☎028－682－4500
FAX 028－682－0358

那珂川町ケーブルテレビ
番組タイムスケジュール

「第九」を歌ってみませんか。初め
ての方でも、楽しく歌うことができ
ます。
演奏会　12月9日（日）
会　場　あじさいホール
対象者　中学生・高校生以上の方

※中学生・高校生の場合は、練習
時等に保護者の送迎が必要。

練習日　男性 ７月18日（水）より
※毎週水曜日

　　　　女性 ７月20日（金）より
※毎週金曜日

練習時間　午後7時30分～9時
練習場所　あじさいホール
会費　年5,000円（一般）
　　　年1,500円（中学・高校生）
申し込み・問い合わせ
　那珂川町第九を歌う会事務局
　　☎0287－92－2473（吉成）
　　☎0287－92－5687（益子）
　　☎0287－96－2116（生涯学習課）

日時　7月29日（日）
　　　10時30分～12時
会場　矢板市文化会館　
定員　1,000人
対象　小学生、保護者、関係機関・
団体等（参加資格、条件等なし）
なお、小学生は保護者同伴。保護者
のみの参加も可能。申込不要。
内容　
・教育内容、学校生活の概要について
・平成25年度入学者選考等について
その他　

学校見学会を8月22日（水）、
8時30分～11時30分に実施しま
す。（上ばきをご持参ください）

※会場は駐車場の限りがありますの
で、相乗りやバス利用などの配慮を
お願いします。
主催・問い合わせ
矢板東高等学校附属中学校

☎0287－43－1243

　福島第一原子力発電所事故に伴う
放射性物質の拡散により、米等の放
射性物質の吸収を抑制する対策とし
て加里質肥料の施用が有効であるこ
とから、施用される方の加里質肥料
購入費の一部を補助いたします。
●補助対象　塩化加里、硫酸加里
●対象作物　水稲、大豆
●補助対象期間　平成24年4月1日
～平成24年9月30日に加里質肥料
を購入した方
●補助額　加里肥料1袋（20kg）
あたり210円
問い合わせ　農林振興課　

☎0287－92－1113

　ホンモロコの養殖を始めたいと
思っている方を対象に、養殖場見学
会を開催します。
開催日時　　８月８日（水）
　　　　　　午前９時～午前11時
集合場所　馬頭高校水産科実習場
見学圃場　　

久那瀬ホンモロコ養殖組合養殖場
申込締切　７月31日（火）
申込先　農林振興課　　　

☎0287－92－1113

　ねたきり老人・介護を要する認知
症老人が使用する寝具の洗濯サービ
ス事業を今年度も実施します。
　世帯の状況・寝具の種類により、利
用限度額・自己負担額が異なります。
　申請後、契約店舗の利用券が交付
されます。
利用期間　平成25年3月31日まで
申し込み・問い合わせ
健康福祉課　☎0287－92－1119

開催日時　８月31日（金）
　　　　　午前9時～午後5時
場所　栃木県庁本館６階会議室１
申込方法　　所定の受講申請書に
必要事項を記入し、最寄りの土木事
務所屋外広告物担当窓口へ持参し
てください（郵送での受付はでき
ま せ ん ） 。 申 請 書 は 、 各 土 木 事
務所窓口又は県都市計画課のホー
ムページ「屋外広告物」（http://
www.pref.tochigi.lg.jp/h08/town/
machidukuri/keikan/071.html）か
らダウンロードできます。
講習過程等の詳細は下記までお問い
合わせください。
問い合わせ　
栃木県県土整備部都市計画課　

☎028－623－2463
烏山土木事務所保全部
（那須烏山市中央1-6-92）

☎0287－83－1322

ベートーヴェン交響曲第９番
を合唱しよう！

放射性物質の吸収を抑制する
加里質肥料の購入費補助

ホンモロコ養殖場見学会
のお知らせ

入札結果を公表しています 「とちぎ元気フォーラムin那珂川」
開催のお知らせ

第７回町民ゴルフ大会
開催のお知らせ

矢板東高等学校附属中学校
学校説明会のご案内

ケーブルテレビ企画番組内容

ねたきり老人等寝具洗濯サービス

平成24年度
屋外広告物講習会のお知らせ

平成24年度アカデミアとちぎ推進
事業（とちぎ県民カレッジ講座）
「知らない自分に出会う～　　
　　　さくら清修公開講座３」

1819 広報なかがわ　平成24年7月10日広報なかがわ　平成24年7月10日

★お知らせ★
4/1 より運営は指定管理者に移行

問合先は 0120-227-445に変更
サービス内容は変更ありません

よろしくおねがいします

19：00～（7/23～7/29は18:30開始）
日　付 番　組　名

7/16～7/22 イアン‘S  キッチン

 7/23～7/29 民謡連合会発表会

7/30～8/5 Ｈｅｌｌｏ！！元気っこ

8/6～8/12 みんなで子育て
わんぱく広場

食品等に含まれる放射性物質
簡易検査について

受付時間
受付場所
※「予約制」

対象者
対象品

問い合わせ
0287－92－1112
0287－96－2111

お知らせ お知らせ



2021 広報なかがわ　平成24年7月10日広報なかがわ　平成24年7月10日

●夏休みミニ企画展 ｢弓矢の歴史｣
　縄文時代から現代まで、狩猟具
や武器など様々な用途に使われて
きた弓矢の歴史を、那須にまつわ
る出土品とともに分かりやすく紹
介します。
会期　7月21日（土）～8月26日（日）
場所　県立なす風土記の丘資料館
観覧料金　一般100円、学生50円、
　　　　　中学生以下は無料
休館日　月曜日
●土器をつくろう！
日時　7月22日（日）午前9時～正午
定員　20名（土器焼きにも参加できる方）
参加費　無料
内容　本物の縄文土器をお手本に
　　　土器をつくります
●土器を焼こう！
日時　8月26日（日）
　　　午前9時～午後4時
対象　7月22日の土器づくり参加者
参加費　無料
内容　乾かした土器を野焼きで焼
　　　きあげます
●弓矢をつくろう！
日時　8月5日（日）・19日（日）
　　　午前9時～正午
定員　各日20名　参加費　無料
内容　石の矢じりと矢・弓をつく
　　　り、試し打ちをします
※イベント会場は県立なす風土記
の丘資料館です。
●県内史跡見学会
日時　7月29日（日）
　　　午前8時30分～午後5時
定員　50名　参加費　1,000円
内容　栃木県南地域の大型古墳な
　　　どを巡ります
集合場所　
県立なす風土記の丘資料館
申し込み・問い合わせ
栃木県立なす風土記の丘資料館
那須郡那珂川町小川3789
☎0287-96-3366　FAX0287-96-3340
URL　http://www.nasufudoki.com/

会期　7月21日(土)～8月26日(日) 
開催場所　大田原市なす風土記の丘
　　　　　湯津上資料館
観覧料金　一般100円、学生50円
　　　　　中学生以下は無料
休館日　月曜日
※各風土記の丘資料館の観覧料で、
当日限り両資料館とも観覧できま
す。
問い合わせ　大田原市なす風土記の
　　　　　　丘湯津上資料館
☎0287－98－3322　FAX0287－98－3323

日時　9月9日（日）午後2時～4時
　　　9月20日（木）午後2時～4時
場所　宇都宮市東市民活動センター
申込期間　7月2日（月）～31日（火）
対象者　現在この資格を有し、有効
期限が平成25年3月31日までの方
問い合わせ　公益財団法人とちぎ建

設技術センター　研修課
☎028－626－3187

◆訓練科・定員・訓練期間
科　名 定 員 訓練期間
機械加工科 5名 平成24年10月

5日～平成25年
3月22日（6ヶ月
間）

ＮＣ機械科 10名

観光サービス科 10名

◆募集期間　
　8月1日（水）～8月24日（金）
◆入校選考　　9月7日（金）
　適性試験、面接、志願理由書
◆訓練対象者　  
　求職活動をしている方、新たな職
業に就こうとしている方
◆応募手続き  住所地の公共職業安
定所（ハローワーク）にお申し込み
ください。
◆問い合わせ　栃木県立県北産業技

術専門校　職業能力開発担当
☎0287－64－4000

　住民基本台帳法の一部改正によ
り、住民票の交付請求などの際に、窓
口で本人確認を厳格化しています。ま
た銀行などの金融窓口でも、本人確
認を求められる場合があります。
　「写真付き住基カード」はこのよう
なさまざまな手続きで運転免許証と
同様に公的な身分証明として利用で
きます。また、確定申告などの電子申請

（e
イータックス

-Tax）の際に必要となる電子証明
書を組み込むことができます。
○手数料　住基カードの交付　500
円（電子証明書発行は別途　500円）
○その他　住基カードの有効期限は
10年（電子証明書の有効期限は3年
ですが、住所や姓に変更が生じた場
合失効しますので改めて発行手続き
が必要です。）
問い合わせ　住民生活課

☎0287－92－1112

※住民基本台帳カード総合情報サイトより引用

応募資格　
県内の小学校に在籍する児童
応募規程
・（題材）　公園に関するもの
・（大きさ）　四つ切の画用紙
・（彩色方法）　自由
・作品は未発表のものに限る
応募期間　7月20日～9月6日
応募上の注意
応募は、在籍している学校を通して
提出してください。
送り先・問い合わせ　
〒321－0152 宇都宮市西川田4-1-1
　栃木県公園事務所総務課

☎028－658－0128

第35回小学生公園絵画展
作品募集のお知らせ

住民基本台帳カード（住基カード）
をご利用ください

県立なす風土記の丘資料館
夏休みミニ企画展およびイベントのご案内

夏休み企画展｢探検！大田原の遺跡
～浅香内遺跡群～｣のご案内

下水道排水設備工事責任技術者
更新講習会のお知らせ

栃木県立県北産業技術専門校
訓練生（10月コース）募集

て
い
た
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
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頭
地
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縄
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９
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。

　

縄
文
人
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目
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に
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て
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を
か
え
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い
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の
中
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さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
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て
い
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と
が
う
か
が
え
ま
す
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縄
文
人
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を
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と
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す
。
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7 月 1 日現在の人口
（住民基本台帳）

	　男　	 9,389 人（－		8	）
	　女　	 9,304 人（－ 17）
	　計　18,693 人（－ 25）
	世帯数		6,111　			（－		4	）

（　）内は前月との比較
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今
か
ら
約
一
万
二
〇
〇
〇
年
前
、

縄
文
土
器
が
使
わ
れ
る
縄
文
時
代

が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。縄
文
土
器

に
つ
い
て
は
、こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
も
た

び
た
び
紹
介
し
て
い
ま
す
。土
器

を
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、

人
々
の
食
生
活
は
大
き
く
変
わ

り
、生
活
も
向
上
し
て
い
き
ま
し

た
。
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鉢
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ま
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な
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見
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れ
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れ
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煮
炊
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考
え
ら
れ
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か

鉢ば
ち

で
す
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は
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れ
ら
の
土
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中
か
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注
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口
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持
ち
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徴
的
な
形
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「
注
ち
ゅ
う
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う

土ど
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」を
紹
介
し
た
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思
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ま
す
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注
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片
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口
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付
く
土
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で
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〇
〇
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付
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〇
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〇
〇
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瓶
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注
口
土
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が
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北
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美
し
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。

　

そ
の
形
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で
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な
い
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体
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れ
た
器
と
考
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ら

れ
、蓋ふ
た

が
付
け
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れ
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も
の
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あ
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ま
す
。ま
た
、土
器
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中
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入
る
容

量
も
さ
ほ
ど
多
く
な
い
こ
と
か
ら
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日
常
生
活
で
使
っ
た
も
の
で
は
な

く
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り
や
儀
式
で
使
用
し
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と

考
え
ら
れ
ま
す
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や
薬
な
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を

入
れ
て
い
た
と
い
う
説
や
血
を
入
れ

古館遺跡出土の注口土器
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夏季企画展

【会　　期】　8月3日（金）～9月9日（日）
【休 館 日】　8月6日、20日、27日、9月3日
【開館時間】　午前9時30分より午後5時まで
　　　　　　（但し入館は4時30分まで）

【入 館 料】　大　　　人　500円	（450円）
　　　　　　高・大学生　300円	（270円）
　※（	）は20名以上の団体料金。
　※70歳以上の高齢者、中学生以下は無料。

　※障がい者手帳等をお持ちの方・付き添い１名は半額

　白く透き通った葉っ
ぱのような魚と細長
い魚。これは両方とも
ウナギの子供です。さ

て、どちらがお兄さん（いや、お姉さん？）でしょうか？
　正解は、下の細長いほうです。ウナギは、マリアナの
海で産卵し、卵から孵

かえ

った仔魚たちは成長するにつれ
てだんだん平べったい柳の葉のような形になっていき
ます。これを「レプトセファルス」といいます。ウナギは約
４ヶ月間この姿で過ごした後、今度は細長い「シラス」
に変わっていくのです。
　夏といえば蒲焼き、というぐらい私たちにとってウナ
ギは身近な生き物ですが、その生態は、長い間謎に包
まれていました。ウナギの卵も、産まれたばかりの子ど
もも誰も見たことがなかったのです。そのため、「ウナ
ギは泥の中から自然発生する」と考えた博物学者もい
ました。また、レプトセファルスは成長したウナギとは似
ても似つかない姿だったため、18世紀には、独立した魚
の一種とも考えられていました。
　しかし、東京大学の塚本勝巳先生をはじめとする研
究者たちによって、近年マリアナ海溝付近で天然の卵
が発見され、その回遊と繁殖生態がようやく明らかに
なってきました。
　今年の夏の展覧会では、浮世絵や蒲焼屋番付などに
より日本人とうなぎの関わりを見ていくとともに、マリア
ナ海溝で採取されたウナギの卵や泳ぐレプトセファル
ス、そして元気よく坂登りをするウナギの子供などを展
示します。また、昨年馬頭高校で成功したウナギの孵

ふ

化
か

の記録など、最新の研究情報も併せて展示します。
　知っているようで知らなかったうなぎ。その謎と神秘
に満ちた世界をお楽しみください。

馬頭広重美術館　主任学芸員　長井　裕子

レプトセファルスとシラスウナギ
（写真：独立行政法人水産総合研究センター提供）

第82回

平成うなぎ展 －うなぎの謎にせまる－

美術館にレプトセファルスがやってくる！

22

【講演会】※小学校高学年から大人まで楽しめるお話です。
講師：塚本勝巳氏（東京大学大気海洋研究所教授）
日時：８月４日（土）　午後１時30分～　	
場所：那珂川町商工会館

【広重うなぎ祭り】　８月13日（月）
お盆のため美術館を無料開放します。
また、馬頭高校によるウナギのタッチコーナー
や鮎の甘露煮の販売などを行います。

広重「東海道五十三次」“食の街道　宿めぐり”で

江戸の食文化を味わいませんか
　１回目の今回は、江戸の宿場（日本橋、品川宿）の
特産品を使って、当時の江戸前料理を再現します。「食」
を通じて広重の時代に思いを馳

は

せてみませんか。
日　時：７月27日（金）午後５時30分～午後８時
場　所：馬頭広重美術館「広重街道」（入口周辺）
参加費：3,000円（観覧料・食事代込の前売券を販売します。）
問い合わせ：広重美術館友の会（☎0287－92－1199）

有料広告スペース（申し込み 0287－92－1114）


